
論　文

聞き書きと「連帯」の可能性
―川田文子の仕事を読みなおす
�  廣野　量子　（ 1 ）

Shades of Whiteness, Perception of Otherness: Locating the Ethnic Japanese 
in the Dominican Pigmentocracy
�  Midori KOMATSU HIDAKA　（ 23 ）

The Policy, System and Performance of the Technical and Vocational School 
Education in China: A Historical Perspective (1949-2022)
�  Wenjun MIAO　（ 45 ）

ブータン王国における開発と汚職
―教育セクターにおける汚職およびその防止策に焦点を当てて―
�  森　　泰紀　（ 75 ）

動物の肉を喰う〈わたし〉
――内澤旬子『飼い喰い』における動物と人間の関係――
�  内藤あゆき　（ 99 ）

日本の朝鮮侵略と元山日本人居留民の鉄道敷設運動
�  大山　高弘　（123）

ノルウェーの社会科教科書における「構造的暴力」と「積極的平和」の表出に
関する批判的言説分析
�  李　　敬史　（145）

「清明上河図」の公開にみる戦後日中交流における芸術と政治のあいだ
�  辻　　直美　（163）

藤田省三の思想における「経験」の形成と展開
�  李　　啓三　（181）
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「雲南知青大返城」運動における個人知青像
―「知青」としての陸融の書簡を中心に―
�  遊　　　又　（205）

女性ジンにおける抵抗としてのユーモア
―『女・エロス』と『呪詛』の分析―
�  趙　　　男　（227）

研究ノート

Out with the Old: ‘Japanlessness’ in Gay Korea
�  Albert GRAVES　（253）

李北滿の新国家建設の希求と現実
―解放後から 1955 年までを中心に―
�  池山　一男　（271）

ドイツで福祉排外主義のレトリックは浸透したか
〜 AfD 躍進の背景と既存政党への影響に関する一考察〜
�  新倉　　卓　（285）

いないはずの移民：南米日系人受け入れ政策の過去と現在を再考する
在留資格「定住者」の政策立案過程を中心に
�  Maximilien Xavier REHM　（297）

『チャイニーズ・リポジトリー』（1832-1851）の版本問題
―東洋文庫モリソン文庫所蔵第一版と第二版に基づいて―
�  蘇　　哲誠　（311）

学会報告
第 7 回グローバル・スタディーズ学会大会（2023 年 11 月 26 日開催） 
における研究報告の要旨 � 　（335）
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